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災害発生時には、自身及び家族の安全の確保を最優先とし、慌てず冷静に行動すること

が極めて重要となります。 

近年、日本では大規模地震や台風、突発的な豪雨など自然災害が頻発しており、防火・

防災体制の重要性が一層高まっています。政府においては、必要な組織体制の検討を進め

るとともに、国民の防災に対する意識も年々向上してきています。 

国権の最高機関である国会は、衆議院と参議院で構成されており、災害発生時にはそれ

ぞれの院において議員、議員秘書、職員等の安全を確保すると同時に、立法機関として議

会機能の迅速な回復が求められています。 

参議院においては、必要な計画・規程等の策定や、食料・水等の備蓄を計画的に進める

など、災害発生時に院としての諸機能を維持し、必要な業務を継続するため、体制の整備

を行ってきました。また、定期的に実施している総合防災訓練を通じて、実践的な対応力

も高めています。 

安全確保の観点からは、ヘルメットなどの防災用具の着用も推奨されており、特に地震

発生時には、落下物への対策として重要となります。令和７年１月には、議場において議

員が防災用ヘルメットを着装したほか、２月には、防災用ヘルメットを着装して議場から

の避難訓練も実施されました。こうした訓練により、参議院全体の防災対応力の向上も図

られてきています。 

一方、防災意識が十分に浸透していない現状があるのも事実です。防災訓練への参加や、

防災用具の正しい使用方法への理解については不十分な面があり、災害発生時の安全確保

の観点からは、大きな課題といえます。身の安全を守るためには、防災用具の適切な活用

は不可欠であり、そのためには、一人ひとりが防災訓練へ積極的に参加し、必要な知識等

を習得することが重要と考えます。 

さらに、近年の気候変動に伴う異常気象の頻発により、従来の想定を超える災害リスク

も顕在化しています。台風や豪雨の激甚化を踏まえ、参議院の防火・防災体制も常に最新

のリスク情報を反映した不断の見直しが求められます。国権の最高機関の安全確保は、国

全体の危機管理体制にも直結するため、関係機関との協議も含め、検討を進めていく必要

があると考えます。 

総じて、参議院の防火・防災体制は一定の整備は進んでいるものの、防災意識の更なる

浸透、防災用具の活用、そしてリスクマネジメントの強化という課題に対応し、より強固

で先進的な防火・防災体制を築くことが、国政の安定と国民の安心・安全を守るうえで不

可欠といえます。そのためには、今後も防火・防災体制の継続的な見直しと強化が求めら

れています。 
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